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ル置換反応（Homolytic Aromatic Substitution: HAS）を用いる方法は，潜在力は高いものの実用的
な例は少なかった。このような背景のもと，当研究室では既に，ハロゲン化アリールを用いる
アルキルアミンの直接α-アリール化反応が，量論量の t-BuOOt-Bu あるいは t-BuON=NOt-Bu 存
在下，ハロゲン原子がα-アミノアルキルラジカル（I）によって置換されるHAS機構で進行す
ることを明らかにしている（図 1，上）1)。しかしながら，脱離するハロゲンラジカルがアミン
から水素を引き抜く代わりに Iを IIIに酸化するため，反応は連鎖的には進行せず，1 当量以上





























































	 t-BuON=NOt-Bu（0.2 当量）存在下 2-(ベンゼンスルホニル)ベンゾチアゾールをイソプロピル 
(ジメチル)アミン（1.8 当量）とメタノール中 50 °Cで 8 時間反応させたところ，(2-ベンゾチア
ゾリルメチル)(イソプロピル)(メチル)アミンが収率 96% で得られ，位置異性体である 2-(1-ジメ
チルアミノ-1-メチルエチル)ベンゾチアゾールは全く生じなかった（図 2）。発生する tert-ブト







図 2	 アルキルアミンの直接α-アリール化反応 
 
2. アルキルアミドの直接α-アリール化反応 
	 t-BuON=NOt-Bu（0.3 当量）および炭酸水素カリウム（1 当量）存在下 2-(メタンスルホニル)
ベンゾチアゾールをN,N-ジメチルアセトアミド（DMA）を基質兼溶媒として19 当量用いて50 °C









図 3	 アルキルアミドの直接α-アリール化反応 
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